
周産期医療は当院の歴史と伝統の1つであり、総合周産期母子医療センターとしてNICUの改築等ハード面ばかりでな
く、産婦人科、小児科、麻酔科、手術室等チーム医療としてのソフト面の充実を図ってきました。今後も当院が担うべき高
度急性期医療の重要な柱として取り組んでいきたいと思っています。
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平
成
21
年
４
月
、
愛
知
県
で
２
番
目
と
な

る
「
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の

指
定
を
受
け
た
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院

は
、
今
年
で
セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
５
年
目
の

節
目
を
迎
え
て
い
る
。

　

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
は
、
出
産

前
後
の
時
期
を
対
象
と
し
た
医
療
施
設
で
、

産
科
と
新
生
児
科
の
両
方
が
組
み
合
わ
さ
れ

た
施
設
の
こ
と
。
施
設
の
状
況
に
応
じ
て

「
総
合
」と「
地
域
」の
２
つ
に
分
け
ら
れ
、

Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
母
体
・
胎
児
集
中
治
療
管
理

室
）
が
６
床
以
上
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
集

中
治
療
管
理
室
）
が
９
床
以
上
な
ど
、
一
定

の
基
準
を
満
た
し
、
ハ
イ
リ
ス
ク
出
産
に

常
時
対
応
で
き
る
施
設
の
み
が「
総
合
」
に

認
定
さ
れ
る
。

　

同
院
の
セ
ン
タ
ー
の
特
長
は
、
開
設
を
機

に
整
備
さ
れ
た
「
超
緊
急
帝
王
切
開
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
だ
。
救
急
隊
か
ら
の
母
体
搬
送
の
要

請
を
受
け
る
と
、
ま
ず
は
救
急
部
と
連
携
し

て
状
況
確
認
し
、
帝
王
切
開
が
必
要
と
判
断

さ
れ
れ
ば
、
関
連
職
員
が
直
ち
に
手
術
室
に

集
合
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
妊
婦
が
到
着

後
、
30
分
以
内
に
分
娩
で
き
る
体
制
を
作
り

上
げ
た
。
「
ど
の
時
間
帯
で
も
救
急
対
応
の

一
定
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
に
は
、
シ
ス
テ
ム

の
確
立
が
大
事
で
す
。
開
設
前
か
ら
あ
る
程

度
同
じ
動
き
は
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
明

文
化
し
、
よ
り
確
実
に
実
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
同
セ
ン
タ
ー
長
・
第
二

産
婦
人
科
部
長
の
加
藤
紀
子
医
師
は
話
す
。

到
着
か
ら
胎
児
の
娩
出
ま
で
、

30
分
で
迅
速
に
対
処
す
る

緊
急
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
。

「本当」のハイリスク妊婦に安心を。
進化する
総合周産期母子医療センター。

Special Report



　

セ
ン
タ
ー
開
設
後
は
、
近
隣
の
医
療
施
設

と
の
連
携
も
進
み
、
リ
ス
ク
の
高
い
妊
婦
の

早
期
搬
送
が
増
加
。
積
極
的
な
治
療
に
よ

り
、
経
過
を
見
守
り
な
が
ら
長
期
の
妊
娠
継

続
が
可
能
な
症
例
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
妊
婦
に
対
し
、

新
生
児
科
医
に
よ
る
複
数
回
の
面
談
、
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
看
護
師
の
産
前
訪
問
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
精
神
的
な
動
揺
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
も

努
め
て
き
た
。

　

充
実
し
た
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
セ
ン

タ
ー
だ
が
、
そ
こ
で
一
つ
の
問
題
が
生
じ
て

き
た
。
母
体
搬
送
の
不
応
需
例
で
あ
る
。
昨

年
度
の
不
応
需
は
30
件
。
こ
の
現
象
に
ス

タ
ッ
フ
一
同
は
努
力
を
重
ね
て
き
た
が
、
す

べ
て
解
消
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
理
由
の
多
く
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
満

床
」
だ
か
ら
だ
。

　

問
題
解
決
に
向
け
て
、
同
院
で
は
セ
ン

タ
ー
内
の
改
築
を
計
画
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
15
床
、Ｇ

Ｃ
Ｕ（
新
生
児
回
復
治
療
室
）20
床
の
合
計
35

床
、そ
れ
ま
で
に
比
べ
５
床
増
床
を
図
っ
た
。

　

増
床
改
築
す
る
も
の
の
、フ
ロ
ア
ー
面
積
は
以

前
と
同
じ
で
あ
り
、ど
う
し
て
も
閉
塞
感
が
生

ま
れ
る
。改
築
を
陣
頭
指
揮
し
た
同
副
セ
ン
タ
ー

長・新
生
児
科
部
長
の
田
中
太
平
医
師
は
、悩
ん

だ
末
、天
井
や
照
明
に
工
夫
を
凝
ら
す
方
法
を

採
用
し
た
。天
井
を
二
重
構
造
に
し
て
奥
行
き

感
を
演
出
し
、さ
ら
に
間
接
照
明
で
照
ら
す
こ
と

で
、部
屋
全
体
を
柔
ら
か
な
光
で
包
み
、実
際
以

上
の
広
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
なっ
た
の
だ
。

　

な
か
で
も
照
明
に
は
、
多
く
の
工
夫
を
し

た
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
超
早
産
児
へ
の
負
担
を

考
慮
し
て
、
で
き
る
だ
け
子
宮
内
の
暗
い
環
境

に
近
づ
け
て
い
る
。
早
産
児
に
は
大
切
な
暗
さ

で
は
あ
る
が
、
単
に
暗
い
の
で
は
な
く
、
照
度

を
低
く
し
て
も
明
る
く
感
じ
ら
れ
る
照
明
デ
ザ

イ
ン
を
専
門
家
に
依
頼
。
闇
を
美
し
く
見
せ
る

と
い
う「
美
暗
」と
い
う
概
念
に
、「
低
照
度・明
印

象
環
境
」を
新
た
に
取
り
入
れ
、安
ら
ぎ
を
感
じ

ら
れ
る
空
間
に
仕
上
げ
た
。ま
た
、こ
う
し
た
コ
ン

セ
プ
ト
を
も
と
に
、緊
張
を
強
い
ら
れ
や
す
い
面

談
室
に
は
、柔
ら
か
い
光
を
放
つ
照
明
を
使
う
な

ど
、細
部
に
渡
っ
た
配
慮
に
よ
っ
て
、赤
ち
ゃ
ん
や

そ
の
家
族
に
優
し
い
造
り
と
なって
い
る
。

　
「
低
照
度
・
明
印
象
環
境
」
は
ス
タ
ッ
フ
に

と
っ
て
も
働
き
や
す
い
。
さ
ら
に
、
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
仮
眠
室
や
休
憩
室
を
作
り
変
え
、
快

適
に
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
も
配
慮
を
し
た
。

　
新
た
な
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
オ
ー
プ
ン
は
今
年
４
月

だ
。「
赤
ち
ゃ
ん
だ
け
で
な
く
、
面
会
に
来
ら

れ
る
ご
家
族
や
働
く
ス
タ
ッ
フ
に
も
優
し
い
、

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
完
成
し
た
」
と

田
中
医
師
は
胸
を
張
る
。

　
〝
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
〞
は
年
々
増
加
す
る
。

妊
婦
は
「
少
し
で
も
い
い
環
境
で
出
産
し
た

い
」
と
願
い
、
ブ
ラ
ン
ド
力
と
実
績
の
あ
る

同
院
に
殺
到
す
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
状
況

が
続
け
ば
、
改
築
し
た
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
満
床
と

な
り
、
改
善
し
つ
つ
あ
る
不
応
需
例
が
再
び

増
加
す
る
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
る
妊
婦
の
９
割
が
ハ
イ
リ
ス
ク

で
は
あ
る
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
充
実
し

た
設
備
は
、
本
当
に
ハ
イ
リ
ス
ク
の
妊
婦
に

こ
そ
活
か
さ
れ
る
べ
き
も
の
。「
よ
り
リ
ス
ク

の
高
い
人
を
見
極
め
て
適
切
に
対
処
す
る
必

要
が
出
て
き
て
い
ま
す
」
と
加
藤
医
師
は
語

る
。
将
来
的
に
は
、
低
リ
ス
ク
と
見
込
ま
れ

る
妊
婦
に
は
地
域
の
連
携
医
療
施
設
と
共
同

で
診
療
を
行
い
、
急
変
時
に
は
同
院
が
し
っ

か
り
対
応
す
る
体
制
を
構
想
し
て
い
る
。

　
「
地
域
の
先
生
方
は
経
験
豊
富
で
す
し
、
妊

婦
さ
ん
へ
の
日
常
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
行

き
届
い
て
い
ま
す
。
長
年
地
域
で
勤
務
す
る

助
産
師
さ
ん
の
生
活
指
導
が
役
立
つ
こ
と
も

多
い
で
す
。
今
後
も
う
ま
く
役
割
分
担
を
し

な
が
ら
、
妊
婦
さ
ん
が
安
心
で
き
る
体
制
を

整
備
し
て
い
き
た
い
」と
加
藤
医
師
。妊
婦
が

よ
り
安
心・安
全
な
出
産
を
迎
え
る
た
め
に

は
、医
療
機
関
の
努
力
と
と
も
に
、妊
婦
側
の

理
解
も
大
切
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

今年4月、大規模リニューアルを経て、
新たなＮＩＣＵ（新生児集中治療管理室）が完成。

赤ちゃんやその家族はもちろん、
働く職員にも快適な

 「トップクラスの空間」を実現。

地
域
の
妊
婦
が
安
心
し
て

出
産
を
迎
え
ら
れ
る

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
。

間
接
照
明
や
二
重
構
造
の

天
井
で
狭
く
て
も
広
さ
を

感
じ
ら
れ
る
画
期
的
な

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
完
成
。

積
極
的
な
治
療
と
、

精
神
面
で
の
支
援
。そ
こ
に

生
じ
た「
満
床
」と
い
う
問
題
。



プラス α 日焼けとは

　５月11日㈯、当院では、「看護の日・看護週間」にちなみ、病
院祭「第２回八事日赤ふれあい祭り＆看護フェスティバル」を
開催しました。
　今回のメインテーマは「笑顔でつなごう ！ 地域と病院」。来
年の病院創立100周年に向け、地域の皆さまや患者さんとの
繋がりを深めたいと、職員公募で出された多くのテーマのな
かから決定しました。この〈笑顔と地域〉のメインテーマを基
本に、院内では全部署をあげてさまざまな企画を練り上げ、
約30のブースを実現しました。

　実行委員長の片岡笑美子副院長兼看護部長は「地域の
皆さまの健康を支えるために、24時間365日頑張っている職
員の仕事を見てもらうこと、分かってもらうこと、そして地域の
皆さまとのふれあいを大切に、子どもから大人まで幅広く楽し
めるイベントにしたいと、職員が力を合わせました」と話す。
　開催には院内外から500人近いボランティアをはじめ、警
察、消防、病院祭の趣旨に協賛いただいた企業・団体の方々
にもご協力をいただきました。今回のイベントを通じ、職員同
士の一体感、病院としての一体感、そして、地域との一体感
をより一層強いものにできたと思います。

　イベント当日はあいにくの雨模様でしたが、来場者は2,000
人を超え、会場は昨年以上の盛り上がりとなりました。

　白衣や手術着を着ての体験ブースは、内容も盛りだくさん。
多くの来場者の興味をひいていました。特に手術体験は、職
員が手作りした布の胃から、腹腔鏡を操作して腫瘍に見立て
た飴をとりだし、チャックをしめて縫合するといった内容で、体
験者は真剣な表情で機械を操作。「難しかった、悪い飴がと

れて良かった」と、臨場
感たっぷりの体験を味
わったようです。薬局で
の、お菓子の調剤体験
では、子どもたちが処方
箋に沿って、指定通りの
お菓子を一生懸命薬袋

に詰め込んでいました。また、血管
シミュレーターでは、実際のトレー
ニングで使われている３D映像を
使用したカテーテルシミュレーショ
ンを体験できました。子どもたちか
ら大人まで、年齢に限らず最新機
器を扱うことができ、「実際に見て
行うことで安心した」との言葉をい
ただきました。実行委員長の佐藤
公治副院長は「このなかから将

来、医療職に就いてくれる人が出てきたら、とても素敵です」と
来場者の様子を眺めました。
　体験ブースのほか、AED（自動体外式除細動器）の使い方
紹介、看護師の仕事紹介、昭和警察車両展示、救急法の
コーナー、フットケアのコーナーなど、助け合いの心、看護の
心、ケアの心を大切にし、健康に
繋がる企画が満載。どのブース
も充実した内容で、子どもから大
人まで楽しんでいただき、来場
者からは「来年もぜひ来たい」と
いう声が多く聞かれました。
　来年はいよいよ病院創立100
周年を迎える年です。今年よりもさらに、来場者が楽しんで当
院や赤十字に触れ、医療について学んでいただけるイベント
となるよう、職員一同力を合わせて取り組んでいきます。

紫外線で皮膚が赤く炎症するものと、メラニン色素が皮膚に沈着するもの２種類があります。

来年の病院創立100周年に向け、患者さんや地域の方々に
病院への理解を深めてもらうために、これからもイベントを企画していきます。

患者さんや地域との繋がりを深めるため、
〈笑顔と地域〉にこだわりました。

雨の中、2,000人以上が来場。手術体験や
薬局体験などが興味をひきました。

Par t
1八事日赤を

知ろう！

八事日赤ふれあい祭り＆
看護フェスティバルを開催しました。



プラス α 紫外線について

手術を受ける患者
さんは、入院中の生
活や術後の痛みな
どに対して多くの不
安を抱えています。
一方、近年は、糖尿
病、高血圧、心疾
患、COPD（慢性閉
塞性肺疾患）などの
基礎疾患を持った
高齢の患者さんの
手術が増えており、

術後の感染症や合併症を防ぐため、術前からの注意
深い基礎疾患の病状把握と適切な治療が欠かせませ
ん。そのため当院は、「手術・検査支援センター
（Preoperative Assessment Center＝PAC）を設立
し、今年１月より稼働しています。
PACとは、患者さんに、精神面も含めた最善の状態で
手術を受けていただくためのセンターです。医師・看護
師だけでなく、薬剤師や栄養士、理学療法士といった
病院のさまざまな職種がチームとなって、きめ細かく手
術を支援します。
実際には、手術決定後、患者さんは主治医の予約で
PACを受診、センターでは病歴聴取、術前検査、持参
薬チェック、麻酔科医による基礎疾患の病状把握、各
種説明等を行います。術前の手続きや患者さんの全身
状態のチェックをセンターで一元管理することで、より分
かりやすく安心感のある、患者さんに優しい手術環境
を作ると同時に、多くの診療を抱える外来各科の負担
も軽減します。
現在、PAC受診は一般消化器外科と整形外科の一部
の患者さんに限られていますが、今後、すべての手術
患者さんに対象を広げていく予定です。

５月29日㈬、研修ホールで第15回ハートフルコンサートが
開かれました。今回は、特にご協賛いただいているタイ
ホウグループの紺綬褒章受賞記念も兼ねての開催とな
り、石川 清院長よりグループ会長の小野金夫・久子夫
妻に花束を贈呈しました。紺綬褒章は「公益のため
私財を寄付し功績顕著なる者」に授与される褒章

で、グループは２回目
の受賞となります。
コンサートでは、名古
屋フィルハーモニー交
響楽団員による、サウ
ンド・オブ・ミュージック、
歌劇「カルメン」などか
ら馴染み深い名曲を、
フルート・オーボエ・クラ

リネット・ファゴット・ホルンの木管五重奏で演奏しました。
当日はあいにくの雨でしたが、会場は、毎年春と秋に開
催されるコンサートを心待ちにする人たちで立ち見が
出るほどの盛況。曲の合間には個々の楽器紹介なども
あり、コンサート会場は終始、和やかな雰囲気に包まれ
ました。最後は会場が一体となり「ふるさと」を合唱し、
美しく、優しい音楽に、心癒されるひとときでした。

６月３日㈪、ANAの客室乗務員が当院を訪問、北海道
千歳市のすずらんが、病室へ届けられました。すずら
んの花言葉は「しあわせ」。全国47カ所の赤十字病院
などへの花の贈呈は毎年行われ、今年で58回目。今年
は、花とあわせてANAグループ社員とAKB48が作っ
たしおりが、入院患者さんに手渡されました。

紫外線のほとんどは水中に透過し水中でも日焼けします。海やプールではこまめにケアしましょう。

地域の方々にも高く評価される「最高の病院」をめざし、
体制整備や地域交流を進めます。

患 者
満 足

手術・検査支援センター（PAC）設立。
患者さん一人ひとりに寄り添い、
きめ細かな手術支援をしていきます。

コ ン
サート

第15回ハートフルコンサートを
開催。木管五重奏の優しい音色が、
心を癒しました。

患 者
慰 問

ANA（全日空）から優しい贈り物。
「しあわせの花 すずらん」が、
患者さんへ届けられました。

業務体制の改善や地域交流に力を入れ、
皆さまの満足度アップに努めます。

Par t
2八事日赤を

知ろう！



プラス α 日焼けの予防

　子宮頸がんの予防には、予防ワク
チンの接種が有効です。これは、発
がん性のあるヒトパピローマウイルス
の感染を防ぐワクチンで、現在100カ
国以上で使用されています。日本で
は、平成25年4月から定期接種に加
わりました。
　子宮頸がんが起こりやすい年齢
は、30代後半です。若いうちは、誰も
が「私はがんなんて関係ない」と思

いがちですが、20歳を過ぎたらぜひ
がん検診を受けてください。
　子宮頸がんの検診は、がんになる
前の状態で発見可能で、早期に発
見できれば、子宮温存手術ができ、そ
の後の妊娠・出産も望めます。
　検診時間はおよそ5分程度です。
現在、名古屋市では、5年ごとの無料
クーポンの発行やワンコイン検診が
導入されました。産婦人科での診察
を恥ずかしがらず、ぜひ子宮がん検
診を生活習慣の一部にしていただき
たいと思います。

　当院で実施している治療法は、子
宮頸部異形成に対する子宮頸部円
錐切除術、子宮頸がんに対する手
術療法、放射線治療、化学療法、化
学放射線療法です。手術では、膀胱
神経の麻痺を予防するため、膀胱神
経温存手術を行い、術後の排尿障

夏の外出時は帽子や日傘、日焼け止めやファンデーションなどで紫外線から素肌を守りましょう。

害を最小限に抑えるように努めてい
ます。また、がんが周りに広がる程度
が軽い場合には、リンパ管を一部温
存し、術後のリンパ浮腫を予防するよ
うに取り組んでいます。なお、リンパ浮
腫については、術後の生活指導や啓
蒙活動にも力を入れ、発症時には、リ
ンパ浮腫セラピストの資格を取得し
た看護師が、リンパドレナージやセル
フケア指導を実施するほか、医療用
のストッキングやバンデージを使いな
がら治療を行っています。
　放射線治療では、最新の治療装
置のトモセラピー（強度変調型放射
線治療装置）を使った先進的な治療
も実施しています。このトモセラピー
は、病巣に対して放射線をピンポイン
トで照射できるため、患部以外への
副作用が少なく、とりわけ再発時の
治療に有用です。化学療法では、抗
がん剤の副作用を防止するため、吐
き気の抑制や、腎臓機能を守るため
の工夫を行っています。

　子宮は、女性のみにある特別な臓器のひとつですが、この
子宮の出口にあたる「子宮頸部（けいぶ）」にできるがんのこと
を、「子宮頸がん」といいます。
　子宮頸がんの最大の特徴は、発症の原因やその過程が

ほぼ解明されており、予防ができる点です。ヒトパピローマウイ
ルス（HPV）の感染によって発症することが知られており、さら
に子宮頸がんになる前の病変である異形成を発見し、がんに
なる前の段階で子宮を失わずに治療することも可能です。こ
のため、子宮頸がん予防ワクチンの接種や、異形成を発見す
るための子宮がん検診がとても有効だと言われています。

　子宮頸がんは、20代から30代の若い女性に多いのも特徴
です。遺伝などに関係なく、性交経験のある女性なら誰でも
発症する可能性があります。初期には全く症状がないケース
が多く、不正出血やおりものの増加など、異変に気付いたとき
には、すでにがんが進行している場合が少なくありません。
　子宮頸がんの治療には、手術療法、放射線治療、化学療
法があり、がんの進行状況に応じた治療法が選択されます。
がんの前の病変である異形成や、ごく初期の状態で発見でき
れば、子宮頸部の一部を切り取る「円錐切除術」という方法
が取られ、その後の妊娠・出産も可能です。

産婦人科より

リンパ浮腫の予防をはじめ
QOLを考えた治療を実践

ワクチン接種による予防と
定期的な検診が大切

ここをチェック

第一産婦人科部長　山室　理

子宮頸がんは、「予防ができるがん」
発症の原因はほとんど解明されています

20～30代の若い女性が数多く発症
早期発見なら、術後の妊娠・出産も

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

女性特有の疾患
子宮頸がん
ワクチン接種と検診で
予防と早期発見を

T  O  P  I  C  S



プラス α 日焼けのケア 日焼けはやけどの一種です。よく冷やし、肌にたっぷりと水分を補給し乾燥を防ぎましょう。

　予防接種とは、病気に対する免疫をつけるためにワクチン
（抗原物質）を投与するものです。日本では、病気の予防、症
状の軽減、病気のまん延防止などを目的に、予防接種法とい
う法律が定められています。「定期予防接種」は、この法律
に基づいて、各市町村が主体となって実施するもので、接種
費用が公費で負担されるので、無料で接種を受けることが

できます。
　定期予防接種には、結核、ジフテリア、百日せきなどのワク
チンがあり、予防接種ごとに接種回数や対象年齢が定めら
れています。さらに、平成25年4月より予防接種法の一部が
改正され、ヒトパピローマウイルス感染症、ヒブ感染症、小児
肺炎球菌感染症の各ワクチンが定期予防接種に加わりまし
た。※詳しくは別表を参照ください。

　定期予防接種とは別に、任意の予防接種もあります。これ
は、本人や家族が受けるかどうかを判断するもので、接種費
用は自己負担となります。その負担を少しでも軽くできるよう
に、各市町村では任意予防接種の助成を行っています。ち
なみに名古屋市では、ロタウイルス胃腸炎、水痘（みずぼうそ
う）、おたふくかぜ、高齢者肺炎球菌（肺炎などを起こす細
菌）の各ワクチンについて、費用の半額を助成しています。
　また、風疹は定期予防接種(対象:１歳児と小学校入学前
１年間の幼児)に定められていますが、昨年から20代～40代
の男性を中心にした流行が続いています。この影響で、免
疫のない妊婦が風疹にかかり、出生児に障害（先天性風疹
症候群）が起きる事例が報告されています。こうした流行拡
大を防ぐために、とくに妊婦の同居家族の方などは任意予
防接種を受けることをおすすめします。名古屋市を含め、各
市町村では、特定の条件を満たした成人を対象に、風疹予
防接種の助成事業を行っています。

　1859年、赤十字の創始者アンリー・
デュナンが戦場で「苦しむ人を敵味方
の区別なく救護する」という赤十字の着
想を得てから150年。日本赤十字社で
は、この着想が理解され、赤十字国際
委員会の前身である五人委員会が結
成されるまでの５年間に合わせ、2009年
から2013年にかけ「赤十字150年」キャ
ンペーンを実施してきました。キャンペー
ン最終年に当たる今年は、赤十字国際
委員会（ICRC）とも連携し、赤十字150
年の支援活動を広く一般にお伝えする

ため、写真展を全国10カ所で開催して
います。
　名古屋では、６月13日㈭～19日㈬、
NHK名古屋放送センタービル１階で展
示が行われました。「赤十字150年写真
展～人 に々寄り添い続けて一世紀半～」
と題された写真展には、世界大戦や国
内初の救護活動となった磐梯山（ばん
だいさん）噴火災害など、歴史的出来事
のなかで展開された赤十字の活動写
真が展示されました。会場を訪れた人
は、それらの写真のなかに、赤十字の底

流に150年間変わらず流れる「いかなる
状況下でも、人間の命と健康、尊厳を守
りたい」という強い使命感を受けとってく
ださったことと思います。
　赤十字誕生から一世紀半。世界では
いまだ、紛争や暴力、自然災害に苦しむ
人々が大勢います。写真展以外にも今
後さまざまな催しで、赤十字の強い意志
とメッセージを伝えていきます。

赤十字150周年キャンペーン
赤十字150年の活動写真を展示。
苦しむ人々に寄り添い続ける赤十字の精神を、広く伝えました。

定期予防接種は、法律に基づき
各市町村で実施されています

任意予防接種についても
費用の助成制度があります

医療の
仕組み
を知ろう！

定期・任意予防接種

●結核（BCGワクチン）
●百日せき
●破傷風
●風疹
●ヒブ感染症
　（Hib＝インフルエンザ菌b型:細菌性髄膜炎などの予防）
●小児肺炎球菌感染症（細菌性髄膜炎などの予防）
●ヒトパピローマウイルス感染症※1（子宮頸がんの予防）
●インフルエンザ※2

●ジフテリア
●ポリオ（急性灰白髄炎）　 
●麻疹
●日本脳炎

※ 1

※ 2

ヒトパピローマウイルス（HPV）は性行為により感染するウイル
ス。子宮頸部に感染すると子宮頸がんに進行することがありま
す。現在、厚生労働省では、積極的な接種推奨を一時中止し
ています。
65歳以上、及び60から64歳で心臓・腎臓・呼吸器などに身体
障害者1級相当の障害がある方が対象です。

（名古屋市の場合）



派
遣
状
況

５月２日㈭、北イラク戦傷外科病院支
援事業に２カ月間派遣されていた、麻
酔・集中治療部の井上芳門医師が、
活動を終えて帰国しました。井上医師
は、派遣先の救急病院（Emergency 
Hospital）の手術室や集中治療室
で、現地の医師・看護師とともに患者
の治療を行いました。井上医師は入
社当時から国際救援活動を強く希

望しており、今回は念願
の派遣となりました。初期
研修医から当院で勤務し
ている医師が派遣される
のは初めてです。戦傷外
科病院での活動を終えた
井上医師は、報告会で
「日本ではあまり見ない銃
や爆破による傷に戸惑う

こともありました。限られた資源のな
かで行う医療活動は、大きな経験と
なり、この経験を今後に生かしていき
ます」と話しました。

北イラク戦傷外科病院支援事業
2013年３月1日～４月30日
井上 芳門
（麻酔・集中治療部 医師）

４月中旬～５月上旬にかけては寒気の
影響により全国的に低温となり、気温の
変動が激しく、梅雨入りに関しては例
年と比較して11日も早くなりました。その
反面、空梅雨で農作物・行楽に影響が
広まっています。しかし、ビアガーデンは
昨年と比較して３倍のお客さんで大盛
況とか。今年も異常気象に振り回され
そうです。熱中症には、充分注意してく
ださい。
■名古屋第二赤十字病院 経営企画課
メールアドレス

kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

● 8月30日金14：00～16：00
「腎がん、膀胱がん、前立腺がんの話 ―ロボット手術を中心に―」
講師：泌尿器科 小林弘明 第一泌尿器科部長

● 10月2日水13:30～15:00
「脳梗塞や突然死の原因となる脈の乱れ（不整脈）について」
講師：循環器内科 吉田幸彦 第二循環器内科部長

● 10月4日金 13:30～15:00
「今、気になる感染症」
講師：呼吸器内科 鈴木雅之 第一呼吸器内科部長

● 10月29日火 13:30～15:00
「これからのがん診療のスタイル―大腸がんの外科治療と術後地域連携パス―」
講師：一般消化器外科 法水信治 第一一般消化器外科副部長

※会場はすべて３病棟１階 研修ホールになります。　入場無料

今年も異常気象？

患者さんや地域住民の皆さまへ、楽しい夏のひとときを
お過ごしいただけるよう、今年も盆踊りを開催します。そ
のほかにも名物となった串カツや焼きトウモロコシの夜
店などを企画しています。

北イラク戦傷外科病院支援事業
当院は、紛争地域での医療活動に職員を派遣しています。

国際医療救援活動

編 集
後 記

北イラク

８月7日水 18：30～20：00日時

当院正面玄関前　ロータリー場所

納涼夏祭りのお知らせ

平成25年度
赤十字健康教室

 I N F O R M A T I O N

〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
経営企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

※悪天候の場合は中止になります。


